
グループ発表 

 

1. 共役リノール酸を高めた牛肉の生産およびその摂取によるヒト肥満の改善 

前田 友香  日本獣医生命科学大学 動物栄養学教室 

江草 愛  日本獣医生命科学大学 食品機能科学教室 

若林 あや子  日本医科大学 微生物・免疫学 

梁井 香那子  日本医科大学 内分泌代謝・腎臓内科学分野 

 

2. 急性ストレス負荷が加齢関連イベントに及ぼす影響の解析 ークローン性造血をター

ゲットした予防医学を目指してー 

石橋 真理子  日本医科大学 微生物学・免疫学     

反町 優理子  早稲田大学 分子病態医化学     

藤原 めぐみ  日本医科大学 形態解析研究室     

石田 裕己  アンファー株式会社 研究開発本部  

 

3. 組織スライス培養モデルを用いた免疫チェックポイント阻害薬の新たな効果予測因子/

有害事象関連因子の同定 

福泉 彩  日本医科大学 呼吸器内科学部門 

中嶋 亘  日本医科大学 先端医学研究所 遺伝子制御学部門   

西田 奈央  早稲田大学 高等研究所 

森下 雅子  アファー株式会社 研究開発部 

 

4. 不妊・不育症の原因となる自己免疫応答におけるマクロファージ動態の PET イメージ

ングによる可視化 

遠田 悦子  日本医科大学 解析人体病理学  

井関 ゆう子  日本医科大学 アレルギー膠原病内科 

市川 智子  日本医科大学 女性診療科産科 

内山 翔太郎  日本医科大学 精神医学教室 

長田 康孝  アンファー株式会社 研究開発本部 

 

5. ヒト・イヌにおける認知症と性ホルモンに関するトランスレーショナルリサーチ 

松本 有紀子  日本医科大学 精神神経科 

浅田 李佳子  日本獣医生命科学大学 獣医放射線学教室  

數阪 広子  日本医科大学 内分泌外科  

相馬 ミカ  日本医科大学 解剖学・神経生物学  

田中 祥代  日本獣医生命科学大学 獣医外科学研究室  
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講評　細谷紀子先生

ご発表ありがとうございました。こちらのグループには、畜産物利用学、家畜栄養学、内分泌・代
謝、免疫学と多様な専門性を持った異分野の方々が集まっています。今回、共役リノール酸を含む
牛肉が人の健康に役立つかという視点は非常に面白く、私自身が獣医学部は出てなかったというこ
ともあり、放牧をして、草をより多く食べさせて、本当に共役リノール酸を多く含むような牛肉が
できるのか見るということと、マウスやヒトへの介入試験といった複数のアプローチを合体させた
ユニークな研究計画だと思いました。また、最終的には機能性の食品の成立にも繋げていきたいと
いうスケールの大きい話でした。どうもありがとうございました。
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講評　細谷紀子先生

ご発表ありがとうございました。リーダーの石橋先生を含め、このグループは血液学・幹細胞をご
専門にされている先生が含まれており、クローン性造血ということに着目したことはこのグループ
ならではという感じがして良いと思いました。クローン性造血は近年非常に着目され、高齢者によ
くみられ、今ご発表いただいたような造血器腫瘍、MDSにも関係があると言われています。しっ
かりとした内容なので、時間がかかるかもしれませんが、ぜひ機序を明らかにしていただけたらと
思います。ありがとうございます。
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講評　細谷紀子先生

ご発表ありがとうございました。免疫チェックポイント阻害剤の有効な事例を見つけるためのバイ
オマーカーを発見するというテーマに変更されました。ゲノム医療でも、今回のご発表でご紹介さ
れたTumor mutational burdenが高い症例に対して、免疫チェックポイント阻害薬が推奨されて
います。呼吸器内科領域では、放射線治療と免疫チェックポイント阻害薬を併用することの有用性
が示され、また、私が講演でお話したDNA修復の領域でも、PARP阻害剤と免疫チェックポイント
阻害薬の併用が有効かどうかという臨床試験が行われています。その背景として、変異が起こりや
すくなっていると、それだけ多くのネオアンチゲンを癌細胞が出すようになって、それを免疫
チェックポイント阻害薬で叩くということが重要なストラテジーになっていると思います。ですの
で、ぜひ、免疫チェックポイント阻害薬の単剤だけではなく、集学的な治療における他の治療との
併用という観点にも視点を広げていけると将来的にいいのではないかと感じました。ありがとうご
ざいます。
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講評　細谷紀子先生

ご発表どうもありがとうございました。不妊や不育症の原因となるマクロファージ動態のPETイ
メージングというのが出てきて大変素晴らしいアイディアだと思いました。PETイメージングは感
度も高いですし、高精度なものです。今回、その利用を目指すにあたって、不妊や不育症で特異的
に出ている現象を突き止めることが、一番肝となると思います。それに関しては、当たりというか
（今考えていること）はありますか。
------
遠田︓そうですね。そこの特定が難しいかと思いまして、シングルセル解析を行って、不育の場合
と正常な場合を比較することで、分子を一つに絞り込めるかどうかはわからないんですけれども、
何らかの差異のある分子は見つかるのではないかなと想定しています。
------
そうですね。実際には、メカニズム解析というか、ある分子がどのように作用して、不妊や不育症
の原因になっているのかということも並行してやれると、より科学的根拠として成立するのではな
いかという印象を持ちました。ありがとうございました。
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講評　細谷紀子先生

ご発表どうもありがとうございました。このグループは、獣医の方々と医学系の方々の混成チーム
で、ヒトの認知症だけではなくて、イヌの認知症ということを両方の側面から調べてみるという点
が大変印象に残りました。研究の分担も、獣医の方はイヌの方を、ヒトについてはそれぞれの専門
分野や特技を生かした分担になっていました。例えば、松本先生はヒトの脳のMRI解析をやるとい
うことでありました。私自身は、イヌの認知症について、どこまでわかっていて、どういう認知症
の評価方法があるのかがわからなのですが、上手くこれをきっかけに両方に共通した認知症と性ホ
ルモンの関係が見つかるといいと思いました。ありがとうございます。
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